
署名用紙 ～水のように手をつなごう～ 
私たちは地球規模の水質汚染に対する各国での具体的防止策を要請します 

私たちは猛毒を含む化学物質による水の汚染を防ぎ、海洋・河川・土壌・地下水への汚水流出箇所を地球上から無くすことを提案

します。一国における汚染であっても、水は地球を循環しすべての命に運ばれていきます。もはや私たちがその結果を楽観視するこ

とはできず、地球の深刻な状態を放置することは許されません。私たちは次の世代が苦しみ文明の悲惨な崩壊を招く前に地球上のみ

んなが兄弟姉妹であることを思い出し、互いに生かし合うための方策をとることができます。自分が生き残るためではなく皆が学ぶ

場としての地球を維持するために立ち上がることができます。汚水が命を汚すことを許さず、清浄な水をたたえる地球を守ったとい

われる元首であってください。水の惑星マザーガイアは皆の宝です。この地球に住まう私たちは皆つながっています。元首として貴

国における最高かつ世界基準における最善の水質汚染防止・処理対策を一刻も早く講じて頂きますよう、切にお願い申し上げます。 
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取りまとめ：水を考える女性会議    



地球上のすべての国の元首にむけた署名の呼びかけ文 

 

～水のように手をつなごう～ 

私たちは地球規模の水質汚染に対する各国での具体的防止策を要請します 

  

地球上のすべての国の元首* 殿      2008 年 8月 6 日  日本国北海道にて 

水を考える女性会議 代表 南方多恵 

 

私たちはこの地球に住む者です。あなたも地球に住んでいます。このことは、この地球上の動物、植物、

鉱物、自然界のすべてのものに共通です。私たちは地球があってこそ、人生を営み、さまざまな経験をし、

学び成長していくことができます。この惑星に住む兄弟として、私たちはあなたにお願いします。 

 

いま、私たちが直面している最も深刻な問題として、猛毒を含む化学物質による水汚染があげられます。

水汚染の問題は全世界の国々が手をとりあい、対処しなければなりません。水は地球を巡っているからです。

水汚染の害悪は静かに進行します。多くの命が苦しむ前に手を打って下さい。世界中の国々の横断的な水汚

染対策は、地球環境破壊防止対策のなかで最も優先されるべき重要課題です。私たちは猛毒を含む化学物質

による水の汚染を防ぎ、海洋・河川・土壌・地下水への汚水流出箇所を地球上から無くすことを提案します。 

  

地球環境の原点は水にあります。水は命の根源です。私たちは皆、水から成り立っています。何者も、清

浄な水無くして健全に生きていくことはできません。いま、様々な有毒物質が河川に流出することが放置さ

れています。少量の有毒物質であっても放置すれば水を介していずれ地球中にその影響が及びます。 

 

国とは何でしょう？今すでに、地球は一つの「国」ではないでしょうか？地球を循環する大気や水。これ

を途中で分断することはできません。このまま多くの国が少数の利益だけを求める政治を継続していけば、

あなたの国を含めどの国も、この地球にあることさえ丌可能な状態が引き起こされていくかもしれません。 

しかし私たちは別の道を選択できます。もっと希望ある道を選択できます。もっと叡智と愛と勇気のある

道を選択できます。どうぞ水の惑星ガイアを心から感じて下さい。そしてあなたの叡智と力を使って下さい。  

あなたが今、あなたの国の元首である意味を思い起こして下さい。どうぞ今すぐ立ち上がって下さい。 

あなたの国から、ぜひ水をきれいにしてください。猛毒を排除してください。汚染を許さないで下さい。 

まず、水の汚染からあなたがたの国の民を守りましょう。次に、あなたの隣国の民を守りましょう。その次

に、地球の反対側にある国々の民を守りましょう。これから生まれてくる子供たちに美しい安全な地球文明

を渡していきましょう。まず、水の安全性を守ることによって。 

 

私たちは水の全世界的な安全基準の設置と対策を呼びかけています。あなたの国でなし得る最高の基準に

照らし合わせて、あなたの国の水を浄化し、猛毒の化学物質による汚水の発生と侵入を防いでください。ど

うぞ隣の国と手をとりあって、地球というあなたの「国」を守り、本当の意味で繁栄させていってください。 

 

* 宛先の各国元首一覧は別紙「～水のように手をつなごう～地球上のすべての国の元首宛名一覧」にて参照ください。 

http://mizujosei28.org 


